
初等中等教育分科会（第１３２回）における主な意見 

 

１． 今後の初等中等教育のあり方について 

○ 同じ年齢の子供たちが、教室という同じ場で一緒に学んでいくと

いう学校のあり方自体を考えるべきではないか。 

○ 学校のあり方に起因する不登校が、いじめや友人関係に起因する

ものより多いのは、学校を取り巻く制度に課題があるということ

ではないか。 

○ 単なる端末の活用ということではなく、従来型の授業のあり方を

変えていくためのツールとしてＩＣＴを用いるべき。 

 

２． 児童生徒が安心して学校生活を過ごせる環境について 

○ 子供たちのウェルビーイングにつながるような教育が必要である

が、個々人だけでなく、他者との関係性や環境についても考えてい

くべき。 

○ 生徒を「指導」するだけでなく、心理面・社会面など様々な観点か

ら「支援」していくという観点が大切。 

○ 生徒が自らＳＯＳを出すなど、援助を求める力を育んでいくべき。 

○ 心身の不調に陥らないようにするためにどうすべきか、という予

防的なアプローチの視点が必要ではないか。 

 

３． 様々なニーズのある児童生徒への支援のあり方について 

○ 不登校児童生徒の３～４割が学校内外で何ら相談・指導等を受け

られていない状況であり、何らかの対策が必要。 

○ 教職員だけが抱え込まないように、スクールカウンセラーやソー

シャルワーカーはもちろん、首長部局・教育委員会・学校が連携し

ていくことが必要。 

○ 一人一人の力を伸ばすことできるように、ＩＣＴの活用や関係機

関と連携した支援、自治体による不登校支援センターの設立など、

教育条件を整備していくことが急務。 

○ 日本語指導については、地域によるリソースの格差があるため、Ｉ

ＣＴの活用や日本語学校との連携などの工夫が必要。 
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